
石尊神社の社殿

　
今
回
の
『
笛
吹
市
探
訪
』
で
は
徳
条

周
辺
を
紹
介
し
ま
す
。

　
徳
条
は
兜
山
の
南
麓
に
あ
り
、
地
名

は
新
し
く
開
墾
し
た
田
が
あ
る
事
に
由

来
し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
徳
条
地
区
の
公
文
書
が
し
ま

っ
て
あ
る
帳
箪
笥
（
ち
ょ
う
だ
ん
す
・

注
1
）
が
春
日
居
郷
土
館
で
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
徳
条
地
区
の
公
文
書
に
は

『
江
戸
時
代
の
年
貢
に
関
す
る
記
録
』
・

『
太
平
洋
戦
争
中
に
岡
部
村
（
お
か
べ

む
ら
・
注
2
）
役
場
か
ら
き
た
文
書
』

等
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
徳
条
公
民
館
か
ら
平
等

川
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
徳
条
周
辺
の
歴

史
・
文
化
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
徳
条
公
民
館
の
敷
地
に
は
石
幢
（
せ

き
ど
う
・
注
3
）・
石
造
馬
頭
観
音
像
（
せ

き
ぞ
う
ば
と
う
か
ん
の
ん
ぞ
う
・
注
4
）・

石
造
六
地
蔵
像
（
注
5
）
等
約
20
基
の

石
造
物
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
真
中

の
あ
る
石
憧
は
高
さ
が
約
２
５
０
㎝
あ

り
ま
す
。

　
徳
条
公
民
館
か
ら
平
等
川
を
目
指
し

て
進
ん
で
い
く
と
三
叉
路
（
さ
ん
さ
ろ
）

に
徳
条
地
区
の
道
祖
神
場
が
あ
り
ま
す
。

道
祖
神
（
注
6
）
は
直
径
約
40
㎝
の
丸

い
石
を
ご
神
体
に
し
て
い
ま
す
。

　
道
祖
神
場
で
右
に
曲
が
る
と
、
石
尊

（
せ
き
そ
ん
）
神
社
の
参
道
に
ぶ
つ
か

り
ま
す
。
石
尊
神
社
は
か
っ
て
は
三
柱

大
神
（
み
は
し
ら
だ
い
じ
ん
）
と
呼
ば

れ
、
崇
神
天
皇
（
す
じ
ん
て
ん
の
う
）
・

天
照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）・

阿
夫
利
大
神
（
あ
ふ
り
だ
い
じ
ん
）
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

後
、
社
殿
を
修
復
し
石
尊

神
社
と
名
前
を
変
え
石
尊

大
権
現
（
せ
き
そ
ん
だ
い

ご
ん
げ
ん
）
を
ま
つ
り
ま

し
た
。
石
尊
大
権
現
は
水

の
神
で
、
神
奈
川
県
丹
波

山
の
阿
夫
利
山
等
よ
り
ご

神
体
を
勧
請
（
か
ん
じ
ょ

う
・
注
7
）
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
殿
の
天
井
に
は

正
方
形
の
花
鳥
風
月
等
の

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
石
尊
神
社
よ
り
平
等
川
に
出
て
、
徳

条
大
橋
を
渡
る
と
天
神
塚
古
墳
（
春
日

居
町
鎮
目
地
内
・
市
指
定
史
跡
）
が
あ

り
ま
す
。

　
天
神
塚
古
墳
は
直
径
35
m
、
高
さ

4
m
程
の
円
墳
で
す
。
南
に
開
く
全
長

8
m
の
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、
天
井
石

が
2
枚
残
っ
て
い
ま
す
。
6
世
紀
後
半

に
造
ら
れ
、
7
世
紀
初
め
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
天
神
塚
古
墳
周
辺
に
は
上
町
田
遺
跡

（
か
み
ま
ち
だ
い
せ
き
・
春
日
居
町
鎮

目
地
内
）
が
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
に

農
道
改
良
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
が
お

こ
な
わ
れ
、
竪
穴
が
見
つ
か
り
弥
生
時

代
・
平
安
時
代
の
土
器
が
出
土
し
ま
し

た
。
　
徳
条
の
平
等
川
周
辺
で
は
3
月
頃
に

桃
の
花
等
が
咲
き
ま
す
。
花
見
を
か
ね

て
川
沿
い
を
歩
き
な
が
ら
、
身
近
な
歴

史
に
ふ
れ
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。

注
1
　
帳
箪
笥

　
文
書
等
を
し
ま
う
た
め
の
箪
笥
。

注
2
　
岡
部
村

　
松
本
村
・
山
崎
村
・
徳
条
村
・
鎮
目
村
・

国
府
村
が
合
併
し
1
8
7
5
年
に
岡
辺
村

が
誕
生
。
1
8
7
9
年
石
和
村
・
英
村
（
は

な
ぶ
さ
む
ら
）
・
岡
部
村
で
合
併
し
石
和

町
と
な
り
ま
し
た
。

注
3
　
石
幢

　
　
六
角
形
の
お
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
る

石
塔
。

注
4
　
石
造
馬
頭
観
音
像

　
馬
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
る
石

造
物
。

注
5
　
石
造
六
地
蔵
像

　
浄
土
へ
の
導
き
を
願
う
た
め
に
建
て
る

石
造
物
。
六
地
蔵
の
六
は
地
獄
・
畜
生
・

餓
鬼
（
が
き
）
・
修
羅
・
人
・
天
の
6
つ

の
世
界
を
現
し
ま
す
。

注
6
　
道
祖
神

　
道
の
分
岐
点
・
村
境
等
に
建
て
ら
れ
ま

す
。
丸
石
を
神
体
と
す
る
道
祖
神
の
例
が

笛
吹
市
内
に
は
多
く
あ
り
ま
す
。

注
7
　
勧
請

　
神
霊
を
分
か
ち
た
も
の
を
他
の
神
社
に

移
し
て
鎮
祭
す
る
こ
と

徳条公民館の石憧

　
な
お
、
大
学
や
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
場
合
は
、
次
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�　　
現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有

効
期
限
は
、
3
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　
平
成
23
年
度
の
新
し
い
保
険
証
を
3

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
4
月
か
ら
は

今
お
持
ち
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
4
月
に
な
っ
て
も
新
し

い
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
「
短

期
被
保
険
者
証
」
ま
た
は
医
療
費
が

一
旦
全
額
自
己
負
担
に
な
る
「
資
格

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
領
収
証

等
で
納
付
状
況
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
で
は
、
70
歳
に
な
っ
た
翌
月
（
1

日
生
ま
れ
の
方
は
当
月
）
か
ら
75
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
高
齢
受
給
者
証
が
交

付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
割
合
が
『
3
割
』
ま
た
は

『
1
割
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

内
、
1
割
負
担
の
方
に
あ
っ
て
は
、
2

割
負
担
の
と
こ
ろ
を
期
限
付
き
（
平
成

23
年
3
月
31
日
（
木
）
ま
で
）
で
緩
和
措

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
措
置
期
限
が
制
度
改
正
に
よ
り

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）
ま
で
延
長
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
1
割
負
担
の
方
に
は
、
3
月
中

に
期
限
変
更
後
の
高
齢
受
給
者
証
を
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
対
象
者
名
を
ご
確
認
の
上
、

4
月
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く
た
め
、

笛
吹
市
の
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
場

合
、
引
続
き
笛
吹
市
の
国
民
健
康
保
険

を
使
用
す
る
為
に
、
マ
ル
学
該
当
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（
住
所
変
更

を
す
る
場
合
の
み
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

※
在
学
証
明
書
は
毎
年
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
会
社
等
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

　
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続

き
を
国
保
課
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、
保
険
税

が
二
重
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
社
会
保
険
証

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
以
外
の
自
治
体
に
居
住
し
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　
国
民
健
康
保
険
は
、
現
住
所
が
あ

る
自
治
体
で
加
入
し
ま
す
。

○
持
ち
物

①
笛
吹
市
で
の
手
続
き

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

②
居
住
地
で
の
手
続
き

・
笛
吹
市
で
発
行
す
る
資
格
喪
失
証
明
書

・
印
鑑

▼
笛
吹
市
に
居
住
し
、
社
会
保
険
に
加

入
し
な
い
場
合

　
マ
ル
学
非
該
当
届
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

　
平
成
22
年
11
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
７
８
０
８
円
で
し
た
。

平
成
21
年
11
月
と
比
較
す
る
と
1
０
８

８
円
（
+
6
・
5
％
）
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
し
、
医
療
費

の
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

一人当たり療養給付費

18,000

17,000

16,000

15,000

H20.11
16,035

H21.11
16,720

H22.11
17,808




